








令和６年度　小金井市地域課題分析・評価シート（みなみ エリア）

Ⅰ．地域課題と考えられる課題 地域課題の変化（結果評価）【年度末に記載】

根拠情報

[ニ]：ニーズ調査　 [小]：小地域ケア会議・2層協議体

[個]：個別地域ケア会議 [総]：総合相談

[他]：その他（懇談会など）

Ⅱ．考えられる背景（高齢者等要因） Ⅲ.考えられる背景（環境要因）

１．(総)認カフェの運営支援／①住民、JKK、包括によりR5.4より認
カフェが隔月開催で継続中。住民主体化がテーマだが参加者から主体的
にやることは難しい（やる人がいない、今の自治会役員はやることが多
く手が回らない）との声あり。今後継続していくためにボランティア、
JKK、包括で話し合い運営を検討。②貫井住宅さくら体操自主サーク
ル運営支援／毎週１回継続中。参加者の口コミで住宅の住民以外の地域
住民も参加。参加者からスマホの困りごとの相談があり、来年度出張ス
マホ相談会を開催予定。困りごと等が出てくるので定期的に包括が来て
ほしいとの声があり、今後も運営支援を継続。
天神ボッチャの会運営支援／涼風デイの立ち上げ支援もありR6.4より
地域住民による月１回の自主開催が継続中。参加者同士で連絡先を交換
し、住民同士のつながりができている。包括は後方支援（チラシ作成
や、体操をやりたいとの声があがった際に一緒に調べたり話し合いをし
ながら対応）を行っており、今後も後方支援を継続。
(総)(小)(他)お元気サミット生活支援企画「レッツ！地域デビュー」の
開催／サロン連絡会のサロン（４つ）や地域グループが複数参加。お元
気サミット後に少人数ではあるが新規参加者が増えた団体もあった。
２．(小)(他)スカイコーポラス/ｼﾆｱﾗｲﾌ専門委員会の定着／住民相互が
見守りあう活動の月例化、必要時に支援。(小)(他)サロン連絡会（二層
協議体）／令和６年度より課題検討の場に移行。お元気サミットの参
加、参加後の振り返りなどの共有を行った。リハ活合同事業も実施。参
加者からの継続希望あり。
３．(小)(他)　みなみ包括公式LINEアカウント情報発信／高齢者向けお
役立ち情報のオンライン発信。高齢者のスマホLINEユーザーやCMなど
に情報を発信。包括ニュース継続発行／圏域内の自治会・町会、民生委
員、通いの場団体、要支援・事業対象者、公共施設、医療・介護関係機
関などへ広く配布。包括の情報発信ツールとして定着。（郵送代値上が
りを考慮し、令和６年度１０月から３ヶ月に１回の発行に変更）

①　　　外出する機会が少ない
①　　　認知面の低下（MCI）により困りごとが増える
①②　　ちょっとした相談をできる相手が近隣にいない
①②　　他者の支援を拒否する
②③　　困りごとに対して有効な情報が分からない
①②③　今も残る感染症による自粛や周囲への配慮
①②③　多様な情報手段への対応能力低下

①②　　高齢者（特に高齢男性）の社会参加の場が少ない
②　　　認知機能の低下に気づく人がいない
②　　　本人の生活歴・意向を知っている人がいない
①②　　本人は困っていない
③　　　情報過多の中で必要な情報の集め方がわからない
①②　　社会の多様化に加え感染症により個別化が進んでいる
①②③　コロナ禍で社会資源へのアクセス機会低下

※　地域課題とは：地域の複数の人々（将来的に複数になる可能性が高い場合も含む）に普遍的な影響を及ぼすと考えられ、社会的に対応する必要があると合意される生活課題

１．(総)※孤立しがちな高齢者へのインフォーマル支援が少ない
※閉じこもりがちな独居・高齢世帯・高齢男性
２．(小)(他)住民どうしのつながりが少ない
３．(小)(他)コロナ禍で※対面での情報手段が弱くなっている
※地縁組織・近隣住民同士の対面活動自粛による身近な情報の
減少。また、感染対策が５類に緩和され、高齢者毎で自粛対応
に濃淡が観られるようになってきている。



令和６年度　小金井市地域課題対応活動計画・評価シート（みなみ エリア）

活動目標 活動目標の達成状況（結果評価）

R4 R5 R6

※　活動目標とは：ⅡとⅢを背景とする地域課題と考えらえる課題Ⅰを解決するために、活動すべきだと考えられること。

※　手段とは：この活動目標を達成するための具体的な手段・方法。

①②アンケート、通いの場訪問、総合相談、二層
協議体などを通して男性の社会参加課題の把握

集まりへの随時参加ニーズ把握から、包括職員が個々に訪問。個別対応
による情報提供や支援に移行。サロン連絡会や個別のサロン訪問におい
てもニーズ把握実施。

①②民生委員さんとの連携。同行訪問での実態把
握。町別協議会への参加し、75歳、80歳訪問で
の1人暮らしの方ニーズを把握。

同行訪問は民生委員からの情報提供があった際に実施。貫井南町町別協
議会・前原町町別協議会への出席。圏域内の全民生委員へ包括ニュース
の定期郵送することで、包括へ情報提供しやすい関係づくりにつなげて
いる。

①②③④小規模での話しあいの場（二層協議体・
個別地域ケア会議）を行い、共通の課題を検討す
る。

年４回、サロン連絡会にて課題の共有・連携して課題への取り組み（お
元気サミットへの参加）を実施。／四小さくら体操の会にて二層協議体
を実施し、会の継続のための話し合いの場を住民主体で行うことができ
た。

①②③④新規通いの場の立ち上げを支援する。通
いの場の連携(ネットワークや連絡会)づくりを支
援する。

自治会、JKK、包括が協力し貫井住宅で認カフェ定期開催。／民間事
業者による坂下認カフェは立ち上げ支援を行い発足したものの、民間事
業者の意向もあり令和７年３月末を持って終了となった。／貫井住宅住
民中心のさくら体操の会は自主的に継続中。／涼風デイの地域貢献活動
で始まったボッチャの会自主化支援R6.4より自主開催、継続中。

⑤みなみ包括ニュースの定期発行。圏域内配布
し、住民や地域の情報ツールとして継続発行。
LINEやZoomなどのｵﾝﾗｲﾝﾂｰﾙの並行活用

包括ニュースの自治会・町会、関係機関等への隔月回覧依頼で訪問し連
携づくりを継続して実施。令和6年10月から年4回発行に変更。公式
LINEでも地域情報や包括ニュースを情報発信(登録者数338名R7.4.11
時点)

④⑤住民や通いの場などへの研修・会合・学びの
場づくりや情報提供を行う。その他、関係機関や
工学院など地域連携を状況に応じ順次再開継続す
る。
※必要に応じITC等を適宜活用。

地域リハビリテーション活動を活用（通いの場24か所にリハビリ職を
派遣）し予防啓発活動実施。サロン連絡会（４サロン合同）のノル
ディックウォーキングを実施した。／工学院は未だ再開のめどは立って
ない。光明第二保育園のイベント周知やフェスタの参加等で地域連携を
継続している。

手段 結果
①②自治会・町会、通いの場、総合相談などで
ニーズを把握する。

サロン連絡会や貫井住宅役員と協議体を重ね、スカイコーポラス福祉専
門委員会に参加。その他、通いの場訪問や自治会役員・民生委員などと
連携をしながら情報把握を行った。把握した中でのニーズ（スマホに関
する相談や、ちょっとした体操をしたいなど）に対し、包括は情報提供
や住民主導の活動の中での後方支援を行っている。

①孤立しがちな高齢者の心配ごとや、どのように生活をしていきたいか
を把握する
②住民が必要と感じている情報を把握する。
③近隣者で顔の見える関係作りを行う
④多世代交流やICT活用による多様で多層的繋りづくり
⑤圏域内のコミュニケーション手段強化

①②③天神ボッチャの会、貫井住宅での認カフェとさくら体操サーク
ル、運営支援。／①②③サロンリーダー連絡会を二層協議体の場として
活動活性化や男性参加などの意見交換・課題検討開催。／①②③応援
マップ発行に伴う活動調査実施。／④⑤包括ニュース定期発行と公式
LINEアカウントによる情報発信。住民、利用者、関係機関との定期配
信で包括周知を進める。



令和７年度　小金井市地域課題分析・評価シート（みなみ エリア）

Ⅰ．地域課題と考えられる課題 地域課題の変化（結果評価）【年度末に記載】

根拠情報

[ニ]：ニーズ調査　 [小]：小地域ケア会議・2層協議体

[個]：個別地域ケア会議 [総]：総合相談

[他]：その他（懇談会など）

Ⅱ．考えられる背景（高齢者等要因） Ⅲ.考えられる背景（環境要因）

①　【総】【小】孤立しがちな高齢者（※）をインフォーマル支援に
　 どうつなげるか　（※）閉じこもりがちな独居・高齢世帯
②　【総】【小】【他】ボランティアなどの活動を何かやりたいと
　 思ってもどこに聞いたら良いかわからない。情報がいろんなとこ
　 ろにあってどれを見れば良いのかわからない。
③　【総】地域住民で認知症と思われる方がいても、どう対応したら
　 良いのかわからない。
④　【小】【他】既存の地域活動を行うグループ内で次を担う方が
　 いない。

①      ：地域でどのような活動をやっているのかわからない
　　   　誰に聞いたら良いかわからない
①②   ：どこに有効な情報があるのかわからない、
　　　   情報がありすぎて精査する力がない
②③   ：困りごとに対して有効な情報が分からない
①②③：多様な情報手段への対応能力の低下
④      ：地域活動に参加したいがリーダー的役割を担いたくない。
　　　　責任を負いたくない、家族のことなどで忙しい

①     ：退職後の役割や生きがいの消失
　　　 核家族化や未婚増加など、独居や高齢世帯の増加
　　　 近隣住民との関係の希薄化
①②③：情報過多の中で必要な情報の集め方がわからない
　　　 社会の多様化に加えコロナ禍後の個別化が進んでいる
　　　 社会資源へのアクセス機会低下
④     ：リーダー的役割へのイメージ
（「責任が伴う」「いろいろとお世話をしないといけない」）

※　地域課題とは：地域の複数の人々（将来的に複数になる可能性が高い場合も含む）に普遍的な影響を及ぼすと考えられ、社会的に対応する必要があると合意される生活課題



令和７年度　小金井市地域課題対応活動計画・評価シート（みなみ エリア）

活動目標 活動目標の達成状況（結果評価）

R5 R6 R7

※　活動目標とは：ⅡとⅢを背景とする地域課題と考えらえる課題Ⅰを解決するために、活動すべきだと考えられること。

※　手段とは：この活動目標を達成するための具体的な手段・方法。

【A】【C】【D】【E】民生委員や自治会役員と連携し、地
域活動につながりたい方や地域活動を担う存在の人材発掘を
行う。

【B】【D】地域デビューガイドを活用し、適宜情報提供を
行う。

【A】【B】【C】【E】小規模での話しあいの場（二層協議
体・個別地域ケア会議）を行い、地域課題を検討する。

【B】【C】【E】応援ブック・マップに掲載しているグルー
プの最新情報の更新、掲載されていないグループの情報を収
集しまとめ、みなみ包括内だけでなく情報を必要としている
地域住民や関係者に共有できるような仕組みを検討し作成す
る。具体例）MCS等を活用して、関係者間で最新の情報を更
新しやすくする。

まとめて共有
する仕組み作

りを行う

【B】【D】みなみ包括ニュースの定期発行を行い、住民や
地域の情報ツールとして継続する。ケアマネージャーなどの
関係者や家族にも圏域の情報が届くようLINEを活用する。

【B】【C】【E】住民や自治会、通いの場などへ向けて、学
びの場づくりや情報提供を行う。また、必要に応じて後方支
援を行う。
例）認知症サポーター養成講座やお金の管理啓発講座、スマ
ホ相談会の実施

昨年までの手
段に具体例を
追加して実施

手段 結果

【A】【B】自治会・町会、通いの場、民生委員、総合相談
などで必要に応じてアンケートまたは聞き取りを行い、ニー
ズを把握する。

【A】孤立しがちな高齢者の心配ごとや、どんなことをやりたいかを把
      握し、必要な支援につなげる（課題①）
【B】住民が必要と感じている情報を把握しまとめ、情報提供できる仕
      組みをつくる（課題①②③）
【C】近隣者で顔の見える関係作りを行う（課題③）
【D】多世代交流やICT活用による多様で多層的なつながりづくり（課
      題①③④）
【E】圏域内のコミュニケーション手段強化（課題①④）

情報収集は継続して

行っている


















